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調査概要 

調査目的 
2019 年末から世界的な感染拡大が続いた新型コロナウイルス感染症は、2020 年 3 月より本邦でも猛威をふる

いはじめ、2020 年 4 月には緊急事態宣言が為されるに至った。広汎な社会的活動の低下と大学等教育機関の閉

鎖を受け、医学生の生活状況や教育環境、不安、希望等を調査し、今後の医学教育のあり方と医学生の生活環

境の改善への思索と提言を目指した。 

 

調査期間 
2020 年 4 月 12 日(日)～2020 年 4 月 24 日(金) 

 

回答数 
2,443 件 

 

サマリー 
得られた回答は単純集計をした他、選択式の質問に関しては基本情報で群別した。「Q7：会った友人の人

数」、「Q8：生活の充実度」、「Q9：人間関係の変化」、「Q11：医学教育が受けられないことへの不安」

「Q13：オンライン講義の学習のしやすさ」で群間の傾向の違いが見られた。「速報版」では単純集計に対す

る説明を、「クロス」では群別の結果に対する説明をしている。  
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回答結果 

Section 1 : 基本情報 

Q1 2020 年 4 月時点での学年を教えてください。 

 

4 年生からの回答が最も多く得られ、1 年生の回答が最も少なかった。以降の分析で学年を使用する際には、

医学講義がほとんど始まっていない 1, 2 年生、医学講義真っ只中の 3, 4 年生、医学講義が終了し、臨床実習を

するのみの 5, 6 年生の 3 グループに分けて分析を行った。 
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Q2 あなたが回答時点で滞在している地域を教えてください。 

 

この回答数は「回答時点で滞在している地域」を表したものであるため、この割合が大学の所在地と居住地

のどちらを反映しているのかは一概には言えないが、やはり医学部の多い東京都を含む南関東の回答数が非常

に多く、全回答者のおよそ 1/3 を占める結果となった。 

 
上図は地域ごとの各学年の人数割合を示したものである。地域によっては学年の偏りが大きい。 
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Q3 あなたは回答時点で、家族と同居していますか？ 

 
この項目は、「家族と同居しているか」という質問に対して、「はい」、「いいえ」のいずれかで回答して

もらう質問であった。 

2,443 件の回答があり、1,282 名（52.5%）が家族と同居していると回答し、1,161 名（47.5%）が一人暮らし

であると回答した。 

 
学年ごとに分けて見てみると、1, 2 年生で一人暮らしの割合が明らかに低いことが分かった。大学受験を終

え、進学先の周辺へ引っ越しを予定していたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で移動がままならず、実
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家にとどまっている 1 年生が多いこと、あるいは講義のオンライン実施が決まったことで、低学年ほど早めに

帰省していたこと、などが理由として予想される。 

 

 
続いて地域ごとに一人暮らしの割合を見てみると、かなりばらつきがあることが分かった。学年構成が一様

ではないためこのグラフのみで正確な比較はできないが、東北地方・中国地方で 8 割前後が一人暮らしと回答

したのに対し、南関東 4 県と大阪・兵庫ではどちらも 2 割強にとどまっている。本調査では回答時点での滞在

地域および生活状況を訊ねたため、普段は一人暮らしをしている学生でも、回答時点の 4 月中旬では首都圏・

京阪神という大都市圏の実家に戻っていたことが予想される。 
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Section 2: 日常生活に関して 

Q4 あなたは「３密」（密閉・密集・密接）を避けるよう意識して行動していますか？ 

 
３密の回避に対する質問に対して、特別な意識をしていない（1, 2, 3 のいずれかを回答）とした回答者は

7.8%に留まった。調査期間において、多くの医学生が新型コロナウイルス感染回避に対して意識を持った行動

をしていたものと考えられる。 
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Q5 2020 年 4 月以降の、あなたの手指消毒・手洗いに対する意識について教えてください。 

 
「強く意識している」を 5、「特に意識していない」を 1 として、5 段階で回答する設問であった。2440 件

の回答が集まり、5 と回答した人は 1,385 名（56.8%）、4 と回答した人は 750 名（30.7%）、3 と回答した人

は 209 名（8.6%）、2 と回答した人は 60 名（2.5%）、1 と回答した人は 36 名（2.5%）であった。 

ほとんどの医学生が意識的に手指消毒・手洗いをしていることが明らかになった。 

 

Q6 欠番 
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Q7 あなたは、この 1 週間どんな人と同じ空間で 2 分以上過ごしましたか？ 

 
その他に振り分けられた 42 人の内訳は以下の通りである。 

公共交通機関で同じ空間にいた人  13 

店員・作業員  12 

自動車教習所の関係者  8 

かかりつけ医  4 

臨床実習先の医療従事者  3 

研究室の関係者  2 

 

３密の回避が求められる状況の中、過半数の学生が家族や仕事・アルバイトの関係者に会っていたと回答し

た。家族や仕事・アルバイトの関係者との接触はやむを得ないと考えられるため、友人との接触に注目してみ

ると、728 人（29.8%）が 1 人以上の友人と、300 人（12.3%）が 3 人以上の友人と同じ空間で 2 分以上過ごし

ていた。 
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図は「友人の人数の項目を選択しなかった人」、「1~2 人の友人・知人と会った人」、「3～10 人の友人・

知人と会った人」、「10 人以上の友人・知人と会った人」の 4 群の地域ごとの分布を表している。感染が拡大

していた大阪・兵庫、東京・神奈川に滞在中の学生は特に人との接触を避けていたことが読み取れる。 
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Q8 COVID-19 によって、日常生活の充実度はどのように変わりましたか？ 

 
生活の充実度の変化についての本問には 2439 件の回答が得られた。「よくなった」を 1 とし、「悪くなっ

た」を 5 として、5 段階で評価してもらったところ、1 と回答した人が 113 名（4.6%）、2 と回答した人が 229

名（9.4%）、3 と回答した人が 547 名（22.4%）、4 と回答した人が 883 名（36.2%）、5 と回答した人が 667

名（27.3%）であった。どちらかといえば悪くなったと回答した人が 63.5%を占めたが、変わらない、または充

実したと考えている人も存在した。 
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学年ごとの生活の充実度に関するクロス集計では、「充実している」または「どちらともいえない」という

回答が 3, 4 年生で最も多く、3, 4 年生全体の約 4 割を占めた。ついで、5, 6 年生で「充実している」または

「どちらともいえない」と回答した人が 5, 6 年生全体の 4 割弱を占めた。最も「充実していない」と回答した

のは 1、2 年生であり、充実している」または「どちらともいえない」と回答した人は 1, 2 年生の 3 割弱にとど

まった。 
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Q9 COVID-19 により、身近な人間関係にどんな変化がありますか？ 

 
人間関係の変化については 73.8%が変わらない（3 を回答）と回答した。悪くなったと回答した割合は 17.7%

（4, 5 を回答）で予想を下回った。良くなったと回答した割合は 8.5%（1, 2 を回答）であった。  

        

 
一人暮らしに対して、家族と同居と回答したものの方が人間関係の変化について、良くなった（1, 2 を回

答）と悪くなった（4, 5 を回答）と答えた学生の割合が共に増加する結果となった。家族で過ごす時間の増加

が、関係の改善ないし悪化に働いたものと考えられる。後述する Q20 の自由記述においては、「家族と過ごす
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時間が苦痛である」と回答した学生も見られ、この結果と合わせて、在宅時間の延長によって家庭環境の学生

に及ぼす影響（特にマイナス面での影響）が危惧された。 

 

Q10 COVID-19 により、ご自身に経済的な影響はありますか？ 

 
自身に経済的な影響はないと感じている学生は 1,104 人（45.2%）だった。一方で、経済的な影響はあ

ると感じている学生は 894 人（36.6%）そのうち、大いにあると感じている学生は 278 人（11.4%）だっ

た。 
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学年別にみると、3, 4 年生が最も経済的な影響を感じていると答えた学生の割合が大きく、回答した 3, 4 年

の 5 割弱が影響があると感じていた。 
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Section 3: 医学教育に関して 

Q11 COVID-19 によって、医学教育（知識・技術に関するトレーニング）が十分に受けられな

いことに対する不安を感じますか？ 

 
6 割以上がある程度強い不安を感じていることが明らかになった。一方で、4 人に 1 人はあまり不安を感じて

いないということも分かる。 
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学年ごとに見てみると、やはりどの学年も半数以上はなにかしらの不安を抱えていることが分かる。一方

で、その中でも特に 3, 4 年生は不安を感じない人の割合が他学年と比べて非常に大きい。たいていの医学部に

おいて、3, 4 年生は座学が中心となる期間であるため、オンライン講義になったり、自学自習を求められたり

しても特に困らないと考える人が多かったのではないだろうか。それに対して、入学式が従来通りに実施され

ず、同級生とは画面越しにしか会ったことがない状態でこれから始まる新しい大学生活に対して不安を抱えて

いる 1 年生、医学部ならではの実習のひとつである解剖実習の実施が見送られたり代替手段に変わったりして

しまった 2 年生、そして回答時点では病院実習の見通しが立たない大学が多かったために、将来のキャリア設

計まで含めた不安を最も強く感じていたと思われる 5, 6 年生では、予想通り「不安がある」と回答した人の割

合が高かった。 

 
地域ごとに分けて見てみると、東北地方と大阪・兵庫において特に医学教育への不安が小さいことが分か

る。Q2 でも触れたが、この 2 ヶ所は特に 3, 4 年生からの回答が多かった地域であるため、不安の小さい人の割

合が必然的に多くなったのではないかと考えられる。一方で不安を感じている人が多いのは北関東 3 県・甲信

越北陸・四国である。北関東 3 県と甲信越北陸では 3, 4 年生の割合が比較的小さかったことによるためかと思

われる一方で、興味深いのは四国地方だ。四国地方からは比較的 3, 4 年生からの回答が多かったにも関わら

ず、不安を感じている人が多かった。感染者数がより多く、回答者の人数比が類似している近畿地方(大阪・兵

庫以外)と比較しても極めて不安に感じている人の割合が大きく、またひとり暮らしの割合が類似している東北

地方とも異なる結果となっていることは興味深い。 
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Q12 特に講義についてお伺いします。あなたの受講する 2020 年度の講義はオンライン(リア

ルタイム配信・動画配信の両方を含みます)で実施されることになりましたか？(2020 年

4 月の状況についてお答えください) 

 
集計時に、「その他」を選択し記述がされていた回答については、可能なものは既存の選択肢に割り振りな

おした。分類できなかった回答 64 件の内訳については以下の通り。 

 

講義資料の配布のみ 21 

未定・不明 21 

自習課題の提出  11 

実習の予定がオンライン講義になった 8 

(本問の趣旨にあわないとして除外) 3 

 

「課題資料の配布のみ」と「自習課題の提出」についても、オンライン実施の形のひとつであると思われる

が、全講義なのか一部の講義なのかが判断できなかったため、分類不能となっている。なお、その他回答のう

ち「未定・不明」を「2020 年 4 月は休講となっている」、「実習の予定がオンライン講義になった」を「2020

年度は実習のみなので、予定されている講義がない」と同じものと見なして以下考える。 

 

7 割近くの回答者が、何かしらのオンライン実施が予定されていると回答した。本調査は 4 月中旬に実施さ

れたものであるが、比較的多くの大学がオンライン実施に移行したことが分かる。しかし本問では、オンライ

ン実施の具体的なやり方については訊ねていないため、どのような形でオンラインでの代替手段が取られたの

かについてさらに調査する必要があると考えられる。 
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Q13 オンライン講義について、対面式講義と総合的に比較してどのように思いますか？ 

下図は「オンライン講義を受けたことがないので分からない」という回答を除き作成した。 

 
この設問は、「オンライン講義について、対面式講義と総合的に比較してどのように思いますか？」というも

のであった。2,432 件の回答が得られ、「オンライン講義の方が、明らかに学習しやすい」と答えた人は 379

名（15.6%）、「オンライン講義の方が、少し学習しやすい」と答えた人は 398 名（16.4%）、「どちらともい

えない」と答えた人は 429 名（17.6%）、「対面式講義の方が、少し学習しやすい」と答えた人は 199 名

（8.2%）、「対面式講義の方が、明らかに学習しやすい」と答えた人は 222 名（9.1%）、「オンライン講義を

受けたことがないのでわからない」と答えた人は 805 名（33.1%）であった。「オンライン講義を受けたこと

がないのでわからない」と回答した人を除いた集計では、オンライン授業を受けたことにある人の中では、

74.1％の人がオンライン講義を「オンライン授業の方が学習しやすい」または「どちらとも言えない」と回答

した。 
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学年ごとにオンライン授業に対する意見を集計したところ、「対面式の授業の方が学習しやすい」と答えた

人は 1 年生のみ過半数を占めた。また、1 年生では「オンライン講義の方が学習しやすい」と回答した人数が

20%に満たないことも、他学年と比較して印象的である。「大学の講義」という概念がまだ存在しない 1 年生

はオンラインに対して寛容的ではないかという予想とまったく逆の結果となった。入学後一度も登校する機会

のなかった 1 年生においては、これは講義の内容がわかりにくいことよりも、大学で講義を受けたいという希

望が反映されている可能性が考えられる。また、個人の自習に委ねられる大学の講義と高校課程との違いが大

きいため、授業形態はこれまでと同じであってほしいという不安があったことも考えられる。 

対して 2 年生以降は大学の講義がどのようなものか分かっていることで、オンライン化されても特段の不便

を感じず、むしろ自分のペースで進められるようになって良いと考えるようになったのではないかと推察され

る。また、オンライン講義になったことで自由に使える時間が増えたため、自分のやりたいことがだんだんと

見えてきている高学年ほどオンライン講義を好む傾向が強くなったのではないかと考えられる。 

5 年からは病院実習が主になりそもそも学習の質が変わるので、オンライン講義を好む割合が低下している。

一方で対面式講義を好む人の割合は 2～4 年生と比較してそれほど大きく変わっておらず、むしろ「どちらとも

いえない」という中立的な意見がかなりの割合を占めている。これも、講義中心の学習ではなくなったため、

講義の形態がどちらでも構わない、と考える高学年が増えたためではないかと思われる。 
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Q14 COVID-19 によって、実習・講義・留学・病院見学・学校行事など、ご自身の大学生活に

どのような支障が出ていますか？  

回答形式：自由記述 

回答は「実習」「講義」「留学」「研究」「病院見学」「マッチング」「部活動」「新歓」「人間関係」

「その他」に分類し、それぞれの回答が該当するカテゴリを検討した。有効回答数 1,184 件のうち、半数近い

回答が「実習」に対する影響に言及していた。実習の中でも「臨床実習」「病院実習」に対する不安が圧倒的

に多い結果で、調査時点では実習の中止のみが決まっていてどのような対応が取られるか分からないことによ

る不安が多く見受けられた。 

次いで、「病院見学」と「部活」に関連した回答が同数集まった。病院見学に行けないことでマッチングへ

の悪影響を心配する回答が多く見受けられたが、現在オンラインでの病院見学やプログラム説明会等が様々な

ところで実施されており、現時点での医学生の意識がどのように変化したかは興味深い。部活動ができない、

という声は各学年から広く寄せられた。身体を動かせないことのみならず、精神的ストレスに言及する声が多

い一方で「部活に取られていた時間を自分のことに使えるようになった」という回答も時折見られた。 

「講義」、そして「その他」に分類されたもののうち、「勉強」への影響も多く見受けられた。自学が求め

られる環境になった中、図書館が使えない、書籍が購入できないことは多くの医学生が直面した悩みだったよ

うだ。また、友人と集まって勉強していたのでモチベーション維持が難しくなったという回答も見られたが、

その中で特に印象的だったのは「オンラインが普及し、勉強会もオンラインで行えるようになったことで、普

段会えないような距離の全国の医学生と一緒に勉強する機会ができ、逆によかった」という意見である。地理

的制約を取り払えるというオンラインの長所を活用した素敵な例ではないだろうか。 
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Section 4: 総合的な質問 

Q15 COVID-19 がヒトの健康に与える影響は、季節性インフルエンザのものに比べ、どの程度

深刻だと思いますか？ 

 
1,928 人（79.0%）の回答者が、COVID-19 がヒトの健康に与える影響は季節性インフルエンザと比べ、深刻

であると考えていた。 
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Q16 COVID-19 に関して、他国では医学生がボランティアとして活動しているケースがありま

す。もし、わが国で以下のような医学生ボランティアの募集があった場合、参加しても

良いと思うものにチェックをつけてください。 

 
集計時に、「その他」を選択し記述がされていた回答については、可能なものは既存の選択肢に割り振りな

おした。分類できなかった回答 10 件の内訳については以下の通り。 

-  どの程度の専門知識と責任が求められるのかによる 

-  学生という守られた身分で危険に飛び込む必要はないと思う 

-  外出が制限されているため不可能 

-  PCR 試験の補助 

-  患者と接しない業務 

-  医学生が感染源とならず、即戦力となる仕事なら何でも 

-  患者との直接の接触は避けたい。オンライン診療なら検討したい 

-  実習の一環としてなら参加してもよい 

-  まだ専門知識がないためなにができるか分からない 

(1 件については、本問の趣旨にあわないとして除外した) 

 

回答の 3/4 以上が在宅での業務に、そして半分近くが公衆衛生の現場での業務になら従事してもよいという

考えを示した。一方で COVID-19 患者と直接接する業務に対しては、やってもよいという回答が非常に少なく

なった。病院での業務という意味では同じであっても、COVID-19 患者との接触がある場合は参加しても良い

とは考えていない回答者が多かったということであろう。 
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 公衆衛生業務へのボランティアについて、学年ごとの分布をみると、データ整理のボランティアとは逆に高

学年（5, 6 年生）が「参加しない」と回答した割合がもっとも少ない結果となった。医学的な知識や経験が他

の 1~4 年生に比べて成熟し、臨床的な貢献をしたいという思いを反映した結果である可能性がある。一方で、

中学年（3, 4 年生）が低学年（1, 2 年生）に比べてより高い割合で「参加しない」と回答した。一定水準の知識

があることで逆に、臨床実習の欠如など自身の無学を自覚し、参加傾向の縮小をきたした可能性が示唆され

る。 
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データ整理のボランティアについては、いずれの学年もおよそ 70%以上の学生が「参加する」と回答する結

果となったが、学年が上がるごとに「参加しない」と回答した学生の割合が増加する傾向が見られた。特に 5, 

6 年生では他の 1~4 年生に比べて「参加しない」とした学生が顕著に多く、およそ 30％に上った。臨床実習や

国家試験・CBT 試験などを控えている影響や、低学年に対して医学知識の定着が逆に批判的な影響を与えた可

能性が考えられる。 

 

 
地域ごとにデータ整理のボランティアに対する意識の違いをみると、「福岡を除く九州地域」「甲信越・北

陸」「大阪・兵庫」の三地域において「参加しない」と回答した学生の割合が多い結果となった。逆に「東

京・神奈川」「東海」「福岡」などの地域においては「参加しない」と回答した学生が全体のおよそ 2 割程度

と、積極的な参加傾向が見られた。 
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Q17 今回のパンデミックを経て、総合的にみて世の中は良くなっていくと思いますか？ 

 
当時の世相を反映してか、「悪くなる・非常に悪くなる」（5,4 を回答）と回答した学生が 50.8%と過半数を

越える結果となった。残りは「変わらない」（3 を回答）と回答した学生と、「良くなる・非常に良くなる」

（1,2 を回答）と回答した学生がおよそ半数ずつという結果となった。 

 

Q18 「“コロナ”を経験したこれからの社会」がどう変わると思いますか？ 

回答形式：自由記述 

本問では、自由記述で「"コロナ"を経験したこれからの社会」が、どう変わると思いますか？という質問を行

った。この問いに対する回答者数は 998 人であり、内訳としては、オンライン授業や業務が促進されると回答

した人が 325 名（32.5％）、より具体的な予防策が講じられるようになると回答した人が 214 名（21.4％）、

意識の変化が起こると回答した人が 171 名（17.1％）、元に戻ると回答した人が 106 名（10.6％）、社会シス

テムが変化すると回答した人が 40 名（4.0％）、経済状況が悪化すると回答した人が 38 名（3.8％）、コミュ

ニケーションのあり方が変化すると回答した人が 15 名（1.5％）、その他 363 件の様々な意見が寄せられた。 

全体として、約 9 割の人が”コロナ”を経験した社会が何らかの形で変化すると考えていることがわかった。

特に、オンラインというキーワードを使って回答した人が多く、新型コロナウイルス感染拡大に伴って医学生

が学習やコミュニケーションのツールとしてオンラインという手段に親しんできたことが推し量られる。 
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Q19 「“コロナ”を経験したこれからの社会」で、あなたがやりたいことはありますか？ 

回答形式：自由記述 

本問で、新型コロナウイルスの感染拡大を受けて医学生の関心が何に向くのかを調査したところ、667 名か

ら回答が得られた。学年ごとの内訳は、1、2 年生 191 件(29%)、3、4 年生 219 件(23%)、5、6 年生 257 件

(31%)であった。集まった回答のうち本問の趣旨に合うものは、主に「特になし・わからない」、「医療情報の

発信」、「公衆衛生の勉強」、「感染症の勉強」に分類することができた。「特になし・わからない」という

旨の回答は 111 件あり、その内訳は、1、2 年生 23 件(3.5%)、3、4 年生 40 件(4.1%)、5、6 年生 51 件(6.2%)

であった。「医療情報の発信」という旨の回答は 94 件あり、その内訳は、1、2 年生 26 件(4.0%)、3、4 年生

40 件(4.1%)、5、6 年生 28 件(3.4%)であった。「感染症の勉強」という旨の回答は 30 件あり、その内訳は、

1、2 年生 7 件(1.1%)、3、4 年生 5 件(0.52%)、5、6 年生 18 件(2.2%)であった。「公衆衛生の勉強」という旨

の回答は 33 件あり、その内訳は、1、2 年生 7 件(1.1%)、3、4 年生 9 件(0.93%)、5、6 年生 17 件(2.1%)であっ

た。 

自由記述であるため、回答の内容間の比較はできないが、低学年ほど情報発信に関心が向き、一方で高学年ほ

ど、自分の勉強に関心が向いているという傾向は確認できた。これは、高学年になるほど臨床現場を意識する

ようになるため、このような事態を経験したことで、医師として足りないものを自覚した結果、情報発信より

も自身の勉強に興味が向いたのだと考えられる。 

 

Q20 その他、社会や医療行政に対し、COVID-19 に関連して伝えたい・訴えたいことがあれ

ば、自由にお書きください。 

回答形式：自由記述 

「特になし」の回答を除くと 628 件の回答があった。多岐にわたる事項への言及する記述も見受けられた

が、最も意図すると考えられる内容について回答を抽出・分類した。国策や政治への批判が最も多く 17%の回

答に見られ、次点では大衆のメディアリテラシーや情報開示などへの意見がおよそ 16%に見られた。医師にな

ることへの不安や医療をめぐる環境への不安なども多く、およそ 14%に見られた。他に、失業者保証や授業料

の免除等経済的な支援に対する意見が 6%に見られたほか、積極的オンライン化を求める声や、国家試験や実習

に対する不安から教育ガイドラインなどの制定を求める声などがそれぞれ 4%と 3%と続いた。 

 専門知識のある一般人としての医学生の立ち位置を反映してか、医療・医学的な情報へのアクセスに言及す

る意見が散見され、情報の発信やメディアリテラシーの深化を求める声が目立った。大衆と専門的な情報をつ

なぐ役割が医学生に担えるのではないかという声も見られた。 

 学生ボランティア等に言及した意見も散見され、「非常時において、何かできるのならば何かしたい」と述

べる学生がいた一方で、責任能力の点などから慎重な対応を促す声もあった。また、少数ながら「実習ができ

ないのであれば、一年留年してでもしたい」と述べる学生も存在した。 

 


